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上
田
地
域
広
域
連
合
で
は
、
上
田
市
、
東

御
市
、
長
和
町
、
青
木
村
の
４
市
町
村
の

ご
み
処
理
を
安
全
で
効
率
よ
く
行
う
た
め
、

「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」を
策
定
し
、
こ
の

計
画
に
基
づ
き
統
合
ご
み
処
理
施
設
で
あ
る

「
資
源
循
環
型
施
設
」の
建
設
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

上
田
市
と
し
て
も
可
燃
ご
み
の
排
出
量
が

対
象
地
域
全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い
る

こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
上
田
地
域
広
域
連
合

並
び
に
関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
、
責
任

あ
る
役
割
を
果
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
耐
用
年

数（
寿
命
）は
、
20
〜
25
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
あ
る
施
設
は
、
上
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
建
設
後
23
年
、
丸
子
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
17
年
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
16
年
経
過
し
て
お
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
各
施
設
で
は
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
、
延
命
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
早
急
に

新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
施
設

の
建
設
候
補
地
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送
る
う
え
で
、

安
全
に
確
実
な
方
法
で
ご
み
処
理
を
行
う
施

設
が
必
要
で
す
。

　
「
ご
み
処
理
施
設
の
必
要
性
」や「
建
設
候

補
地
の
選
定
」な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
全
体

の
課
題
と
し
て
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
施
設
の
建
設
候
補

地
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

資源循環型施設
（統合クリーンセンター・統合リサイクルプラザ）

建設候補地を
公募します

●統合クリーンセンター
　ごみ処理能力：150ｔ／日
　24時間運転で可燃ごみを焼却する施設
●統合リサイクルプラザ
　ごみ処理能力：14ｔ／日以下
　不燃ごみの資源化を行う施設と、環境教育の
　拠点となる施設

施設の現状と計画
●３センターの位置と市町村ごとのごみ
の搬入先。新設する資源循環型施設の
機能等
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　上田地域広域連合ごみ処理広域化推進室　TEL43・8818
　　 廃棄物対策課　TEL22・0666　　 市民生活課　TEL42・1054　　 市民生活課　TEL72・0154　　 市民生活課　TEL85・2827

新設
資源循環型
施設
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どうして、現在の３クリーンセン
ターを統合して新しい統合クリーンセン
ターにするの？

統合、新設することにより次のよ
うなことが改善されます。
①24時間連続運転することにより、ダ
イオキシン類の発生を極力抑えること
ができます。
②焼却熱を利用して、温水利用や発電
など資源を循環して有効利用が図れま
す。
③統合することにより、建設費や運転経
費を抑えることができます。
④国の方針に沿った施設を建設すること
で、国からの交付金（補助）を受けられ
るため、市町村の負担額を減らすこと
ができます。

統合クリーンセンターは、環境へ
の負荷や建設費の軽減を図るため、でき
る限りコンパクトな施設にしていくこと
が必要です。そのために４市町村が連携
して可燃ごみの減量目標を定め、この目
標値を基に処理能力を設定しています。
（右図参照）

新しいクリーンセンターの方
が、処理能力が低いが、これで足り
るのですか？また追加で作ることに
はならないのでしょうか？

安全面や環境面は大丈夫なの？

最新の技術により、排出ガスやダ
イオキシン類の発生を法律で定められて
いる基準値より大幅に低い数値とするこ
とができます。
また、臭気や事故などにも万全な対策を
行い、周辺環境に配慮した施設にします。

施設を受け入れた地域への配慮は？

施設を地域で有効に利用していた
だくとともに、施設建設を契機に地域の
特性を生かした個性あるまちづくりなど
の地域全体の振興についても上田地域広
域連合と４市町村で協力をさせていただ
きます。施設の建設には、地域の皆さん
と協議をしながら進めていきます。当然、
施設にアクセスするための道路や水路な
どは、地域の皆さんの要望をお聞きしな
がら整備を進めていきます。

資源循環型施設の
必要性と安全性

Q

A

Q

A
Q

A

Q

A

Q&A

ごみの減量目標と減量化施策

平成20年度実績
４市町村の焼却量　42,920t/年

平成27年度目標
４市町村の焼却量　39,290t/年

各市町村が行う資源化・減量化施策
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公募の内容

公募の説明会を開催します

　公募にあたっては、より多くの皆さんに資源循環
型施設の内容や必要性について直接説明して理解を
深めていただくことが大切だと考えています。
　大勢の皆さんの参加をお願いします。

時　間  いずれも午後７時～

期　　日 場　　　所
平成22年１月20日㈬ 上田市民会館

１月27日㈬ 上田創造館
１月28日㈭ 丸子ふれあいステーション
１月29日㈮ 真田地域自治センター
２月２日㈫ 武石公民館

　上田地域広域連合ごみ処理広域化推進室　TEL43・8818
　　 廃棄物対策課　TEL22・0666　　 市民生活課　TEL42・1054　　 市民生活課　TEL72・0154　　 市民生活課　TEL85・2827

　施設建設や地域づくりについての質問や相談がありましたら、遠慮なくお申し出くだ
さい。ご要望にそって必要な情報や資料を用意し、個別に説明させていただきます。ま
た、現在稼動している焼却施設などの視察についてもご要望により実施します。
※資源循環型施設建設候補地公募に関する情報は、上田地域広域連合及び上田市ホーム
ページでもご覧いただけます。

公募
範囲

応募
条件

上田市、東御市、長和町、青木村の地域

応募
方法

施設用地としておおむね２ha（20,000㎡）程度の土地があること。
※農振農用地及び保安林の規制がある箇所については、規制解除ができない
場合がありますので事前にご相談をお願いします。

自治会長・区長、または地権者による有志・団体の皆さんによる応募とします。
上田地域広域連合、または各市町村窓口へ所定の申込書に必要事項をご記入
のうえ提出してください。

募集
期間 12月１日㈫～平成22年５月31日㈪

10月21日、丸子地域自治センターで行われた施設建設候補地
公募に関する記者発表
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議会費
３億7,803万円（0.6％）
議会運営などに

平
成
20
年
度
の

決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市税
229億2,500万円（35.5％）

地方交付税
132億1,391万円（20.5％）

国庫支出金
59億7,300万円（9.3％）

その他
（施設の使用料や各種
証明手数料など）
80億3,196万円
（12.5％）

市債
42億1,900万円（6.5％）

県支出金
27億6,966万円（4.3％）

諸収入
73億7,502万円（11.4％）

民生費
149億9,746万円（24.6％）
福祉、子育て事業などに

土木費
112億5,465万円（18.4％）
道路、河川、住宅、公園等
の整備などに

【市税の内訳】
市民税 95億7,206万円
固定資産税 107億4,146万円
都市計画税 13億 137万円
市たばこ税 9億2,496万円
軽自動車税 3億3,816万円
入湯税 4,699万円

一般会計 ☆市民の皆さんの生活に密着した福祉や教育、道路や
　公園の整備など、市政の基本となる会計です。

　

平
成
20
年
度
決
算
は
、
各
常
任
委
員
会
で
決
算
審
査
さ
れ
、
9
月
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入合計
645億755万円
（前年度比0.3％増）

歳出合計
610億2,000万円
（前年度比1.9％減）

教育費
63億6,728万円（10.4％）
学校、体育、生涯学習などに

商工費
49億3,157万円（8.1％）
商工観光業の振興などに

総務費
58億615万円（9.5％）
市の全般的な企画、
事務などに

衛生費
38億5,792万円（6.3％）
保健衛生、ごみ処理などに

農林水産業費
28億427万円（4.6％）
農業、林業の振興などに

消防費
15億6,530万円（2.6％）
防災、消火、救急などに

労働費
２億5,990万円（0.4％）
雇用対策、勤労者支援などに

災害復旧費
2,026万円（0.1％）
公共施設の復旧などに

公債費
87億7,721万円（14.4％）
借りたお金の返済に

※歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しています。端数処理のため合計額は一致しないことがあります。

　 財政課
　　TEL23・5113

【地方交付税の内訳】
普通交付税 118億1,368万円
特別交付税 14億 23万円

自主財源／市税、使用料など市が自主的に収入することができる財源
依存財源／地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって定められた額が交付される財源

自主財源

依存財源
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特別会計 ☆特定の事業や資金などについてその収支を明確にするために一般会計と分けて
　整理する会計です。

公営企業会計 ☆水道料金、下水道使用料などの収益によって運営される独立採算の会計です。

※収益的収支
　　　当該年度の経営活動に伴って発生

するすべての収益と、それに対応
するすべての費用を表したもの。

※資本的収支
　　　施設の建設あるいはその価値の増

加のために必要な支出と、その財
源となる収入を表したもの。

事　業　名
収益的収支※ 資本的収支※

収　入 支　出 収　入 支　出

水道事業 29億3,093万円 26億4,998万円 4億2,571万円 25億2,711万円

公共下水道事業 53億3,179万円 48億7,530万円 32億8,432万円 74億6,300万円

農業集落排水事業 12億4,608万円 13億9,983万円 ３億4,239万円 10億 753万円

産院事業 ２億9,192万円 ３億3,096万円 0円 425万円

真田有線事業 6,319万円 5,032万円 16万円 117万円

会　計　事　業　名
決　　算　　額

各　事　業　の　あ　ら　ま　し
歳　入 歳　出

土地取得事業 3,862万円 3,862万円
土地などの取得に関する経費
○信濃国分寺史跡公園用地取得事業
　用地（1,003㎡、3,591万円）　補償（建物等一式、271万円） 

塩田有線放送電話事業 4,418万円 3,529万円
塩田有線放送の管理運営、広報事項の伝達など
○加入戸数　2,150戸　
○端末使用数　2,232台

交通災害共済事業 5,754万円 5,387万円

会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度の
運営
○加入者数　110,739人　○見舞金支給状況　4,304万円（603件）
○学童ヘルメット購入　3,105個

同和地区住宅新築資金等
貸付事業 8,403万円 8,255万円

住宅新築資金などの貸付事業
○貸付金利用者数　276人（新築資金186人、改修資金61人、宅地取
　得資金61人、水洗化資金19人　※重複あり）

国民健康保険事業 151億1,037万円 145億8,590万円

自営業など他の健康保険に加入していない方々のための医療保険事
務（75歳未満の方への医療費の給付）
○被保険者数　43,724人（24,532世帯）　
○保険給付状況　96億709万円

老人保健事業 16億5,743万円 14億6,229万円
平成20年度から後期高齢者医療制度へ移行したため、前年度までの
医療費給付の精算事務
○医療費給付状況　14億2,443万円（老人医療負担分）

後期高齢者医療事業 14億 154万円 13億9,690万円
高齢者（75歳以上）及び65歳以上75歳未満の一定の障害認定を受けて
いる方を対象とした医療制度の保険料徴収事務
○被保険者数　22,066人

介護保険事業 112億5,427万円 111億1,516万円

介護予防が必要な方及び介護が必要となった方への保険給付ほか介
護保険運営事務
○第１号被保険者数　40,473人　
○保険給付状況　101億8,890万円　
○延べサービス受給者数　69,669人

社会福祉授産事業 6,690万円 6,513万円

障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援（上
田・武石の２事業所）
○上田事業所利用者　279人（うち生業扶助者267人）　
○武石事業所利用者　402人（うち生業扶助者375人）

駐車場事業 １億8,912万円 １億8,902万円 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営
○駐車場事業費　4,882万円

市街地再開発事業 ２億2,546万円 ２億2,536万円 上田駅前ビル・パレオの管理など
○施設建築物等管理運営事業費　3,792万円

武石診療所事業 １億5,222万円 １億3,103万円 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）
○延べ患者数　12,495人
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観光宣伝事業……………………………… １億 351万円
商工業団体支援事業…………………………… 5,735万円
市民まつり事業………………………………… 3,550万円
池波正太郎真田太平記館管理運営事業……… 1,972万円
菅平高原スポーツランド陸上競技場整備工事 1,926万円

土木費
街路整備事業（秋和踏入線） …………… ２億6,412万円
鉄道駅関連施設管理事業（大屋駅・
西上田駅駐車場駐輪場等用地購入）…… ２億5,077万円
市道新設改良事業（神畑原峠線） ……… １億4,127万円
バイパス整備関連事業（染屋台地区
［染屋交流センター等］） ………………… １億3,032万円
市営住宅改修事業（梅が丘団地下水道接続・
火災警報器設置等）…………………………… 8,182万円
交通運輸対策事業
（廃止路線代替バス運行費補助金） ………… 7,020万円
街路整備事業（中常田小牧線） ……………… 6,878万円
都市公園整備事業（信州国際音楽村周辺公園） 5,867万円
市道新設改良事業
（燕線・白銀線・原野地2号線等） ………… 4,554万円
道路維持事業（小沢根線） …………………… 4,537万円
市道新設改良事業（中丸子１号線） ………… 4,113万円
都市公園整備事業（神畑公園） ……………… 3,682万円
交通運輸対策事業
（鉄道軌道近代化設備整備費補助金） ……… 3,409万円

消防費
耐震性貯水槽・消火栓新設及び改修等事業… 5,569万円
小型動力ポンプ整備事業……………………… 2,499万円

教育費
塩田中学校改築事業……………………… ７億3,536万円
丸子学校給食センター移転改築工事…… ５億1,976万円
川辺小学校プール改築工事……………… １億3,280万円

児童生徒就学援助費…………………………… 7,975万円
私立幼稚園就園奨励費補助金………………… 7,550万円
第四中学校耐震補強及び大規模改造工事…… 5,437万円
丸子文化会館舞台機構更新工事……………… 5,192万円
児童生徒相談援助事業（心の教室相談員・
特別支援教育支援員の小中学校への配置）… 5,152万円
上田市長和町中学校組合負担金……………… 4,836万円
信濃国分寺跡史跡公園用地購入……………… 3,862万円
学校図書館情報ネットワーク
（エコール）整備事業…………………………… 3,388万円
武石総合グラウンドテニスコート改修工事… 2,245万円
外国籍児童生徒日本語教育事業…………………374万円
真田図書館整備事業………………………………256万円
うえだ生涯学習市民大学…………………………102万円

災害復旧費
農林水産業施設災害復旧事業………………… 1,319万円
公共土木施設災害復旧事業………………………706万円

公債費 （施設整備などのために借りたお金の返済）

通常償還分（元金及び利子） …………… 79億5,069万円
繰上償還分及び借換分（元金及び利子）… ８億2,639万円

入湯税及び都市計画税の使途状況
●入湯税は、温泉のある市町村が、観光施設の整備、観光
振興、鉱泉源の保護管理施設の整備、消防施設等の整備、
並びに環境衛生施設の整備に要する費用に充てるため、
入湯客に納めていただく目的税です。

〇入湯税4,699万円を活用した主な事業（事業費）
・観光施設の整備…………………………………… 2,694万円
    共同浴場整備（石湯改修事業繰出金）ほか
・観光振興（観光施設の整備を除く） ……… １億3,901万円
　別所温泉旅館組合補助金、丸子観光協会補助金、
　真田地域広告料、武石地域夏祭り事業ほか
・消防施設などの整備……………………………… 3,223万円
    消防車両整備、消防水利整備
・環境衛生施設の整備………………………… ２億8,468万円
    特定環境保全公共下水道（西内処理区）公債費ほか

●都市計画税は、都市計画事業等に要する費用に充てるた
め、都市計画区域内の土地または家屋の所有者に納めて
いただく目的税です。
〇都市計画税13億137万円を活用した主な事業（事業費）
・街路の整備…………………………………… ８億3,607万円
    中常田小牧線、秋和踏入線、諏訪部伊勢山線、
　南天神町常田線ほか
・公園の整備…………………………………… １億4,270万円
    信州国際音楽村周辺公園整備ほか
・下水道の整備…………………………………24億9,879万円
    上田処理区、南部処理区、丸子処理区ほか
・上記事業の地方債償還額……………………61億4,080万円

丸子学校給食センター
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人口：160,192人
（平成21年４月１日現在）
　
　平成20年度は、１年間に一人あ

たり 約38万円 が使われています。
　主な費目を紹介すると右のように
なります。

総務費
定額給付金給付事業…………………………４億835万円
防災行政無線設備整備事業……………………… １億円
共同集会施設整備事業………………………… 5,962万円
地図情報システム整備事業…………………… 4,362万円
わがまち魅力アップ応援事業………………… 3,034万円
行政チャンネル番組制作業務委託………………608万円

民生費

児童手当・児童扶養手当支給事業……… 19億1,571万円
自立支援給付事業………………………… 14億 414万円
民間保育所運営助成事業………………… 10億3,497万円
福祉医療費給付事業……………………… ６億 592万円
介護予防・生活支援事業………………… １億7,392万円
障害者在宅福祉事業……………………… １億3,057万円
学童保育所運営事業…………………………… 7,809万円
高齢者生きがいづくり事業…………………… 5,237万円
保育所施設整備事業…………………………… 4,019万円
相染閣移転改築事業…………………………… 4,002万円

衛生費
ごみ処理事業……………………………… ５億1,042万円
ごみ減量、再資源化対策事業…………… ２億6,855万円
各種健（検）診事業………………………… １億6,324万円

小児初期救急センター管理運営事業………… 3,385万円
総合保健センター建設事業
（用地測量、実施設計等） …………………… 2,867万円
人間ドック等検査費用補助金………………… 2,567万円
新エネルギー活用施設設置費補助金
（太陽光発電、太陽熱高度利用） …………… 1,268万円

労働費
労働者福祉事業…………………………… １億6,339万円
雇用対策職業訓練事業………………………… 1,670万円

農林水産業費
土地改良事業（県営・県単・市単） …… ３億3,968万円
松くい虫防除対策事業…………………… １億8,864万円
市有林・民有林整備事業……………………… 5,819万円
地域営農システム確立対策事業……………… 4,787万円
基盤整備促進事業（欠口用水・南方地区） … 3,768万円
地籍調査事業…………………………………… 3,040万円
中山間地域農業直接支払交付金……………… 3,024万円

商工費
中小企業金融対策事業…………………… 40億2,178万円
観光施設管理事業………………………… １億4,635万円
工業振興助成事業………………………… １億2,714万円

一般会計の主な使いみち

市民1人あたりでみると・・・
総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産業費

土木費 消防費 教育費 公債費

園での楽しいひととき

松くい虫被害木処理作業

36,245円 93,622円 24,083円 1,622円 17,506円

30,785円 70,257円 9,771円 39,748円 54,792円

商工費
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平成20年度決算に基づく財政健全化判断比率等の状況

項　　目 単位 18年度決算 19年度決算 20年度決算 指　標　等　の　説　明

財政力指数 0.620 0.642 0.660 １に近いほど財政力が強く、財源に余裕があるといえます。

経常収支比率 ％ 87.7 90.3 89.9
数値が低いほど臨時的な経費に使う財源を確保できるこ
とになり、高いほど人件費や公債費などの経常的な経費
が財政を圧迫して、弾力性が低いことになります。

地方交付税 万円 132億7,244 126億6,871 132億1,391 財源の不均衡を調整し、収入の少ない地方公共団体にも
財源を保障し一定の行政サービスが提供できるようにす
るため、国から交付されます。

うち普通交付税 万円 117億2,227 112億9,051 118億1,368
うち特別交付税 万円 15億5,017 13億7,820 14億 23
起債現在高 万円 751億6,459 719億6,622 686億8,919 市の借金のうち各年度末における元金の現在高です。

主要財政指標等　過去３年間の比較（普通会計）

指　標　名
上田市

経営健全化基準 指　　　標　　　の　　　説　　　明
20年度 19年度

資金不足比率 ー ー 20.0% 資金の不足額を営業収益などの事業規模と比較した割合

【公営企業資金不足比率】

指　標　名
上田市 早期健全化

基準※
財政再生
基準※ 指　　　標　　　の　　　説　　　明

20年度 19年度

実質赤字比率 ー ー 11.5% 20.0% 一般会計等の赤字額の割合

連結実質赤字比率 ー ー 16.5% 40.0% 公営企業会計を含む全会計の赤字額の割合

実質公債費比率 13.8% 13.9% 25.0% 35.0% 公債費や公債費に準じた経費の割合

将来負担比率 137.7% 136.9% 350.0% 将来負担すべき公債費や退職金など実質的負債の割合

【健全化判断比率】

  「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成20年度決算に基づき健全化判断比率と公営企業の資金
不足比率を算定し、監査委員の審査に付し、議会に報告しました。
　健全化判断比率、資金不足比率ともにすべての指標において国の定める基準を下回っており、健全財政を維持し
ています。

※早期健全化基準　いずれかの指標が基準以上になると「早期健全化団体」となり、財政健全化計画を策定し自主的に財政健全化に取り組むこと
になります。

※財政再生基準　将来負担比率を除くいずれかの指標が基準以上になると「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定し国の監督の下で財政再
建に取り組むことになります。

原田泰治氏デザインラッピング電車

実質赤字比率、連結実質赤字比率については、黒字であるため算定されません。

すべての公営企業会計において、資金剰余となっており、資金不足比率は算定されません。
資金不足比率が20％以上になると、経営健全化に取り組むことになります。

地方公共団体

一部事務
組合・広
域連合

地方公社・
第３セク
ター等

一般会計 特別会計 うち
公営企業会計

一般会計等
（普通会計） 公営事業会計

実質赤字比率 資金不足比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

対象会計と指標の範囲

上田バイパス第二期工区開通
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信
州
大
学
繊
維
学
部
感
性
工
学
科
の
学
生

が
運
営
す
る「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
リ
メ
イ
ク
」

は
、
中
央
二
丁
目
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
、
布
の
バ
ッ
グ

な
ど
に
プ
リ
ン
ト
し
販
売
す
る
店
舗
で
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
、
学
生
と
地

域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所

に
な
れ
ば
と
、
２
０
０
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

そ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
リ
メ
イ
ク
が
２
年

前
か
ら
行
っ
て
い
る
活
動
が
、「
デ
ザ
イ
ン

軍
手
」の
配
布
で
す
。
寒
い
冬
で
も
楽
し
く

出
か
け
て
ほ
し
い
、
上
田
市
を
も
っ
と
元
気

に
し
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
、
お
し
ゃ
れ

な
軍
手
を
デ
ザ
イ
ン
。

　

２
０
０
７
年
に
は
３
０
０
枚
が
市
内
の
飲

食
店
や
商
店
な
ど
を
通
じ
店
舗
の
利
用
者

に
無
料
で
配
ら
れ
、
昨
年
は
７
０
０
枚
が

１
０
０
店
舗
を
超
え
る
協
力
店
か
ら
配
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
こ
の
取
り
組
み
が「
ハ
ナ

サ
カ
軍グ
ン
テ
ィ

手
ィ（
Ｇ
ｕ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
、
新
た
な
展
開
へ
と
動
き
出
し

た
の
で
す
。

　

大
学
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る
、
ハ
ナ
サ

カ
軍
手
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、「
上
田
市
か
ら
、
日
本
の

冬
に
Paパ
！
Paパ
！
Paパ
！
っ
と
元
気
を
咲
か
せ

よ
う
」と
軍
手
ィ
の
販
売
収
益
金
で
、
市
内

の
小
学
生
に
子
ど
も
用
軍
手
ィ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
タ
レ
ン
ト

「
軍
手
ィ
」の
売
り
上
げ
で
、

市
内
の
小
学
生
に

子
ど
も
用
軍
手
ィ
を
贈
り
た
い
。

の
平
山
あ
や
さ
ん
が
、
軍
手
ィ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
を
伝
道
師
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
Ｇゴ

ー

イ

ン

グ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｕア

ン

ダ

ー

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ　

Ｇグ

ラ

ウ

ン

ド

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
楽
曲「
Pa
！
Pa
！
Pa
！
」が
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

応
援
ソ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

軍
手
ィ
は
11
月
28
日
か
ら
、
中
心
市
街
地

の
協
力
店
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
が
ス

タ
ー
ト
。
発
売
日
に
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
リ

メ
イ
ク
に
母
袋
市
長
と
平
山
あ
や
さ
ん
が
訪

れ
、
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
贈
る
子
ど
も
用
軍
手
ィ
の
デ
ザ

イ
ン
も
こ
の
ほ
ど
公
募
で
決
ま
り
、
そ
の
寄

贈
式
は
12
月
24
日
に
西
小
学
校
で
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

大重幸人さん　おおしげ・さちと　　　ハナサカ軍手ィプロジェクト代表
（信州大学大学院修士課程１年）

「自分たちのできることで街を盛り上げていきたいと思ったことがきっ
かけで、気軽に身につけられる軍手に目をつけました。もっと大々的に
発信していこうとプロジェクトが立ち上がり、子どもたちにも街の良さ
を分かってもらえるようにと、軍手ィを贈ることにしました。小学１年
生に贈る予定ですが、収益金が増えれば２年生にも贈りたいと考えてい
ます。たくさんの人に、商店街へ足を運んで買っていただけるとうれし
いですね」

　オンデマンド・リメイク　TEL25･3203
　　HP:http://www.guntie.jp/　Mail:guntie@hotmail.co.jp
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情
INFORMATIONPICK UP

Special Guest 上田正樹さん ステージに立つ生前の津久井克行さん

音を楽しもう♪
信州国際音楽村クリスマスキッズコンサート

　平成18年に、NHK教育テレビで放送されていた音楽教育番
組「あいのて」に出演していた野村誠さん、片岡祐介さん、尾引
浩志さんの３人組「あいのてさん」による楽しいコンサートで
す。

日　時  12月19日㈯午後２時～３時
場　所  信州国際音楽村ホールこだま
対　象  乳幼児～小学校低学年の子どもと保護者
料　金  一人 500円
　翌20日㈰には、あいのてさんによるワークショップも開催（要申
し込み）。詳しくは、音楽村ホームページをご覧ください。
　㈶信州国際音楽村　TEL42・3436

　「夏の日の1993」のヒットで知られる男性デュオ・c
ク ラ ス
lassのボーカル・津久井克行さんが、今年10月にすい臓

がんで逝去されたことは、全国ニュースでも取り上げられていました。
　亡くなる１か月前にコンサートの打ち合わせでセレスホールを訪れていた津久井さん。今年５月にがんを
公表してからも、コンサートだけは続けたいということ
で、セレスホールでのステージも楽しみにしていたそう
です。
　今回のコンサートは、津久井さんのお仲間から「トリ
ビュートライブを開催したい」という連絡を受け、実現
しました。友人である上田正樹さんのゲスト出演もあり
ます。

一夜限りのメモリアル・コンサート
津久井克行トリビュートライブatセレスホール Special Guest 上田正樹

日　時  12月20日㈰午後５時開演（４時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
チケット  好評発売中！（全席自由）
 一般3,000円（当日3,500円）
 高校生以下1,000円（当日1,200円）
 未就学児無料
　丸子文化会館　TEL42・0001
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NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ

　自治会などコミュニティについて研究をし、様々な地域で住民による魅力あ
るまちづくりの具体的アドバイスをしている日高昭夫さんを講師にお迎えしま
す。自治体行政学の専門的立場から、分権社会におけるこれからの地域コミュ
ニティのあり方や、求められる役割などについてお話をしていただきます。

上田が登場する話題の映画をスクリーンで
昨年から今年にかけて撮影された作品が順次上映

　昨年から今年にかけて上田で撮影された映画作品が、上田でんき館で順次上映されます。いずれも市
民割引にてご覧いただけます。

まちづくり・地域づくりを一緒に考えましょう
第３回まちづくり講演会

日　時  12月13日㈰午後１時30分～（１時開場、２時間程度）
場　所  上田創造館文化ホール
講　師  日高昭夫氏（山梨学院大学大学院社会科学研究科教授）
演　題  「地域コミュニティの現状とこれからの地域のあり方」
　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1703）

『さまよう刃』（2008年11・12月撮影）
　ミステリー作家・東

ひがし

野
の

圭
けい

吾
ご

のベストセラー小説を映画化。妻に先立たれた主
人公は、ある日突然、残虐な少年犯罪により一人娘を失う。絶望の日々を送る
主人公のもとに、謎の人物から犯人の正体を告げる電話が入る。
　上田では真冬の菅平高原を舞台に２週間にわたり、雑木林やペンション村、
レストランにコンビニとくまなく撮影。劇中でも「菅平高原」が実名で登場しま
す。
市内ロケ地 　菅平高原一帯各所、武石地域自治センターほか。
上映期間 　12月24日㈭まで（上映中）

『ヴィヨンの妻～桜桃とタンポポ～』（2008年10月撮影）
　第33回モントリオール世界映画祭最優秀監督賞受賞作品。
　今年、生誕100年を迎える文豪・太宰治の同名短編小説の映画化。戦後の混
乱期を背景に、浮気性で道楽ざんまいの小説家の夫に振り回されながらも、明
るくしなやかに生きていく女性の姿を描く。
　劇中、上田蚕種株式会社は「水

みな

上
かみ

警察署」という設定で登場します。
市内ロケ地 　上田蚕種株式会社
上映期間 　12月５日㈯から

『ゼロの焦点』（2009年２・３月撮影）
　松本清張・生誕100年、至高のミステリーが映画化！時代背景は昭和33年12
月。結婚直後に失

しっ

踪
そう

した夫を探す主人公の周りで、関係者が次々と殺されてい
く。そこで見たものは夫の隠された一面と、時代に翻

ほん

弄
ろう

された女たちの悲しい
運命だった。
　上田では延べ600人のエキストラを動員したクライマックスシーンをはじ
め、事件の鍵

かぎ

を握る重要なシーンを撮影しました。劇中では浦里小学校が「立
たち

川
かわ

の小学校」、信州大学繊維学部が「窯
よう

業
ぎょう

中央会館」という設定で登場します。
市内ロケ地 　浦里小学校、信州大学繊維学部
上映期間 　平成22年１月下旬からⒸ2009「ゼロの焦点」製作委員会

Ⓒ2009「さまよう刃」製作委員会

Ⓒ2009フジテレビジョン パパドゥ 新潮社 日本映画衛星放送

　また、別所温泉・塩田平が舞台となった、昭和51年公開の「男はつらいよ̶寅次郎純情詩集̶」も、12月26日㈯～
平成22年１月13日㈬に上映されます。懐かしい別所線の丸窓電車が、映画フィルムに記録された最後の作品とも言わ
れています。
　信州上田フィルムコミッション　TEL23・5408

��
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お
知
ら
せ

市
の
財
源
を
支
え
る

法
人
市
民
税
の
申
告
・
納
付

　

市
内
に
新
た
に
法
人
等
を
設
立
し
た
場

合
に
は
、
市
へ
名
称
や
代
表
者
、
事
務
所
・

事
業
所
ま
た
は
寮
等
の
所
在
な
ど
に
つ
い

て
申
告
が
必
要
で
す
。

　

法
人
や
社
団
な
ど
の
市
民
税
の
納
税
義

務
者
は
、
①
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
法
人
、
②
市
内
に
寮
な
ど
を

有
す
る
法
人
で
そ
の
市
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
し
な
い
も
の
、
③
市
内
に

事
務
所
・
事
業
所
が
あ
る
法
人
課
税
信
託

の
受
託
者
で
す
。

　

①
に
揚
げ
る
法
人
に
対
し
て
は
、
均
等

割
と
法
人
割
が
課
税
さ
れ
、②
は
均
等
割
、

③
は
法
人
割
だ
け
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
高
度
化
・
多
様
化

す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
よ
り
充

実
し
た
住
民
福
祉
の
向
上
や
社
会
基
盤
整

備
の
実
現
の
た
め
、
安
定
し
た
財
源
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
個
人
に
比
べ
社
会
通
念
上
相

応
の
公
益
を
受
け
て
い
る
法
人
等
に
対
し

て
は
、
標
準
税
率
を
超
え
る
税
率（
超
過

課
税
）で
課
税
し
て
い
ま
す
。
市
の
財
政

を
支
え
る
重
要
な
財
源
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
超
過
課
税
分
の
調
定
額（
平
成
20
年
度

決
算
）

・
均
等
割　

４
２
６
０
万
２
０
０
０
円

・
法
人
税
割　

１
億
５
７
０
６
万
６
０
０

　

０
円

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

屋
外
放
送
設
備
を
新
設

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
所
管
の
宝
く
じ

助
成
金
を
受
け
、
岩
下
自
治
会
で
は
屋
外

放
送
設
備
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
自

治
会
は
千
曲
川
沿
い
に
位
置
し
、
東
西
約

２
・
５
㎞
と
細
長
い
た
め
、
地
域
全
体
の

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
３
か
所
に
ス

ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
や
防
災
の
視
点
か
ら
、
今
後

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
２
）

　
　社

会
保
険
庁
が

日
本
年
金
機
構
に

　

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

「
日に
っ
ぽ
ん本
年
金
機
構
」が
来
年
１
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

は
、
新
た
に「
年
金
事
務
所
」と
名
称
が
変

わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と

し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
方
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
公
的
年
金
の
財
政
責
任
・
運
営

責
任
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
が
担
当
し

ま
す
。

　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

TEL
０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
０

12
月
11
日
㈮
〜
31
日
㈭
は

年
末
の
交
通
安
全
運
動

　

い
よ
い
よ
師
走
。
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒

の
機
会
も
増
え
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
は
悪

質
な
犯
罪
で
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
心
身
と
も
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
重
点　

飲
酒
運
転
の
根
絶
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
夕
暮

れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

平
成
21
年
度

市
民
と
市
長
の
懇
談
会

　

懇
談
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
設
け
開
催
し

て
い
ま
す
。
出
さ
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、

今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈫
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
テ
ー
マ　
「
農
業
」

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

し
尿
・
浄
化
槽
の
く
み
取
り

年
末
年
始
は
休
業
し
ま
す

　

12
月
27
日
㈰
と
、
12
月
30
日
㈬
〜
１
月

４
日
㈪
ま
で
の
間
は
、
し
尿
、
家
庭
雑
排

水
及
び
合
併
浄
化
槽
の
く
み
取
り
は
お
休

み
と
な
り
ま
す
。
年
末
は
く
み
取
り
の
依

今
月
の
表
紙

　武石小沢根の子
こ

檀
まゆ

嶺
みね

神社の御柱
祭を来年４月11日に控え、11月８
日に山出し祭が行われました。
　小沢根保代地区の山林内では、
幹まわり２ｍ、長さ14ｍのご神木
が斧

おの

方の手によって切り倒され、
その場で御柱に仕上げられまし
た。
　里曳

び

きには、子どもからお年寄
りまで約400人が集まりました。
「さぁさぁ、皆さんお願いだぁ」。
曳き手の皆さんは、木

き

遣
や

りの威勢
のよい掛け声に合わせ、重さ３t
のご神木を約1.5㎞にわたって曳
いていました。

子檀嶺神社　御柱山出し祭

��
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

頼
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
業
者
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

借
金
問
題
に
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重

債
務
者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

借
金
で
お
困
り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
相

談
窓
口
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、

面
接
は
予
約
制
で
す
。

●
日
時　

12
月
11
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

11
月
30
日
㈪
以
降
、
電
話

で
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
８
５
１
７

民
事
介
入
暴
力
の

無
料
相
談
所

　

㈶
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
の

職
員
や
顧
問
弁
護
士
が
、
不
当
要
求
な
ど

民
事
介
入
暴
力
の
無
料
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
時
間
は
一
人
約
30
分
で
、
予

約
が
必
要
で
す
が
、
現
地
で
随
時
受
け
付

け
も
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階
真
田
の
間

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
長
野

県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

㈶
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０

女
性
の
再
就
職
を
支
援
す
る

個
別
面
接
相
談

　

働
き
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い

の
か
、
子
育
て
し
な
が
ら
再
就
職
で
き
る

の
か
な
ど
の
不
安
を
解
消
し
、
働
き
た
い

女
性
の
円
滑
な
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め

の
個
別
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
11
日
、
１
月
８
日
・
22
日

の
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
回
４
名（
一
人
１
時
間
）

●
相
談
員　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
の
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
21
世
紀
職
業
財
団

へ
。

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
３
・
４
５
２
１

年
末
の
ご
み
収
集
及
び

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
受
け
入
れ

　

年
末
の
ご
み
収
集
及
び
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
ご
み
の
受
け
入
れ
は
、
12
月
29

日
㈫
ま
で
で
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

＜広告欄＞

お知らせ

市税などの年末収納
特別対策を行っています
　市では、11月と12月を収納特別対策期間として、電話や
文書で市税等の納付を呼びかけています。市税、国民健康
保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、上下水道料
金など、税金や保険料、使用料に未納がある方は、至急納
付してください。
　なお、12月下旬に休日・夜間窓口を開設します。平日や
昼間に納税相談や納付に来庁できない方はぜひ、この機会
をご利用ください。
●休日・夜間窓口の開設場所と日時
・市役所本庁舎１階収納管理課／ 12月20日㈰～ 30日㈬の
午前８時30分～午後７時30分（期間中は土日・祝日など
も実施）

・丸子、真田、武石の各地域自治センター／ 12月24日㈭・
25日㈮・28日㈪の午
前８時30分～午後７
時30分
　 収納管理課
　　TEL23･5117

��
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労
災
職
業
病

健
康
相
談
会

　

ア
ス
ベ
ス
ト
・
じ
ん
肺
・
振
動
病
・
難

聴
な
ど
、
労
災
職
業
病
の
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

12
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
２
会
議
室

　

建
交
労
・
長
野
労
災
職
業
病
支
部

　
　

TEL
０
２
６
３
・
36
・
７
８
２
６

灯
油
な
ど
の
漏
え
い
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

寒
さ
も
増
し
、
家
庭
や
事
業
所
で
も
灯

油
や
重
油
を
多
く
使
う
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

毎
年
こ
の
季
節
は
灯
油
な
ど
の
漏
え
い

事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
半
数
以
上

が
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
次
の
点
に

注
意
し
て
、
漏
え
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け
す

る
時
は
、絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

②
給
油
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど
の
閉

鎖
を
必
ず
確
認
す
る
。

③
定
期
的
に
配
管
を
点
検
し
、
ひ
び
割

れ
や
さ
び
が
あ
る
時
は
早
め
に
取
替
え

る
。

④
屋
根
か
ら
雪
や
氷
が
落
下
し
て
配
管
が

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
所
は
、
あ
ら

か
じ
め
保
護
対
策
を
講
じ
る
。

　

ま
た
、
灯
油
な
ど
の
漏
え
い
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
被
害
状
況
に
よ
り
発
生
者

に
対
し
高
額
の
補
償
料
が
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　
　
　
　
　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

　
　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

催
し

海
野
町

冬
の
フ
ー
ド
サ
ミ
ッ
ト

　

今
年
も
、
海
野
町
冬
の
フ
ー
ド
サ
ミ
ッ

ト
２
０
０
９「
第
10
回
北
海
道
サ
ロ
マ
大

海
産
物
市
」を
開
催
し
ま
す
。

　

新
鮮
な
海
の
幸
が
い
っ
ぱ
い
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
恵
み
を
大
特
価
に
て
販
売
。
大
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
16
日
㈬
〜
19
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
６
時（
時
間
は
予
定
）

●
場
所　

海
野
町
会
館
１
階

　

海
野
町
商
店
街
振
興
組
合
事
務
局

　
　

TEL
22
・
９
３
０
１

　
　
　
　

2008開催時の様子

第
１
回
車
座
ト
ー
ク

in
う
え
だ

　
「
上
田
で
持
続
可
能
な
暮
ら
し
を
探
る
」

参
加
型
学
習
会
で
す
。
第
１
回
の
テ
ー
マ

は
、「
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
選
択
〜
」で
す
。
未
来
ま
で
、

安
心
し
て
使
い
続
け
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

（
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
）。

●
日
時　

12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
１
・
２
会

議
室

●
講
師　

冨
田
貴
史
氏（
環
境
活
動
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

資
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

お知らせ

行政相談委員の松尾さんが
総務大臣表彰を受賞
　平成７年から行政相談委員とし
て活躍している松尾吉隆さん（真
田）が、長年にわたり国民の行政
に対する苦情の解決に尽力された
として、このほど平成21年度の総
務大臣表彰を受賞されました。
　 生活環境課　TEL22･4140

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

さ
い
。

●
託
児　

無
料
。
12
月
12
日
㈯
ま
で
に

電
話
で
六
ヶ
所
会
議
in
う
え
だ
事
務
局

へ
。

　

六
ヶ
所
会
議
in
う
え
だ
事
務
局

　
　
（
藤
川
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
６
・
９
９
３
７

平
成
22
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
・

手
帳
プ
レ
ゼ
ン
ト
会

　

長
野
県
環
境
保
全
協
会
上
小
支
部
で

は
、
平
成
22
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
プ

レ
ゼ
ン
ト
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
地
域
の
事
業
者
や
家
庭
で
使
用

し
な
い
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
を
、
必
要
と

す
る
方
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少

し
で
も
環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
し
な
い
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
が
あ

れ
ば
、
12
月
22
日
㈫
ま
で
に
市
役
所
生
活

環
境
課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

終
わ
り
次
第
終
了

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

う
え
だ
の
ま
ち
を
知
ろ
う
・

探
偵
ツ
ア
ー

　

暗
号
や
目
印
を
た
よ
り
に
目
的
の
場

所
・
お
店
を
探
し
当
て
、
こ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
上
田
市
の
魅
力
を
発
見
し
ま

し
ょ
う
。
さ
あ
ミ
ス
テ
リ
ー
バ
ス
に
乗
っ

て
探
偵
ツ
ア
ー
に
出
発
だ
! !（
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
）

●
日
時　

12
月
19
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

上
田
駅
集
合（
小
雨
決
行
）

●
コ
ー
ス　

魅
力
あ
る
街
並
み（
探
偵
マ

ル
コ
を
さ
が
せ
）

●
参
加
形
態　

家
族
、
大
人
グ
ル
ー
プ
、

こ
ど
も
グ
ル
ー
プ（
小
学
生
だ
け
で
も

保
護
者
の
許
可
を
得
て
い
れ
ば
参
加

可
。
大
人
は
一
人
で
の
参
加
も
可
）

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
お
土
産
付
、

当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

12
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
信
州
い
な
か
体
験
塾
へ
。

　

信
州
い
な
か
体
験
塾（
半
田
）

　
　

TEL
24
・
８
２
３
０

ゴ
ス
ペ
ル
＆

サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

　

心
弾
む
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
と
、
サ
キ
ソ

フ
ォ
ン
の
魅
惑
的
な
音
色
に
包
ま
れ
た
ク

リ
ス
マ
ス
の
夜
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

12
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

サ
ー
ズ
デ
イ
カ
ラ
ー
ズ（
ゴ
ス

ペ
ル
）、M

モ
ズ
ス
テ
ィ

odestie S

サ
キ
ソ
フ
ォ
ー
ン

axophone E

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

nsem
ble

（
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
）

●
曲
目　

ゴ
ス
ペ
ル
／
ジ
ョ
イ 

ト
ゥ 

ザ 

ワ
ー
ル
ド
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
あ

の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
ほ
か
。
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン
／
バ
ッ
ハ
・
ト
ッ
カ
ー
タ

ニ
短
調
Ｂ
Ｍ
Ｖ
９
１
３
、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
ほ
か
。

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円（
当
日

１
２
０
０
円
）、
高
校
生
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

別
所
線
の
駅
舎
を

ぜ
ー
ん
ぶ
き
れ
い
に
し
よ
う

　

別
所
線
の
各
駅
舎
を
、
み
ん
な
で
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
連
れ
の
参
加
、

大
歓
迎
で
す
。
こ
れ
は
六
文
銭
く
り
〜
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
で
行
う
活
動

で
す
。

●
日
時　

12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
ご
ろ

●
集
合　

午
前
９
時
30
分
に
別
所
線
上
田

駅
改
札
口
前
集
合（
別
所
線
上
田
駅
９

時
58
分
発
に
乗
車
し
ま
す
）

●
内
容　

別
所
線
に
乗
り
各
自
好
き
な
駅

に
降
り
て
駅
舎
を
掃
除
。
終
了
後
、
あ

い
そ
め
の
湯
で
入
浴
と
昼
食（
希
望
者

の
み
。
自
己
負
担
）

●
参
加
費　

参
加
者
自
己
負
担（
別
所
線

フ
リ
ー
き
っ
ぷ
と
あ
い
そ
め
の
湯
入
浴

料
の
合
計
は
１
６
４
０
円
）

●
持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル（
入
浴
用
）な

ど
必
要
な
も
の
。
清
掃
用
具
は
事
務
局

で
用
意
し
ま
す
。

　

地
域
交
通
政
策
課

　
　

TEL
23
・
５
０
１
１

＜広告欄＞
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Information A La Carte情報あ･ら･かると

さ
さ
ら
の
湯
で

も
ち
つ
き
体
験･

し
め
縄
作
り

　

杵き
ね

と
臼う
す

を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ

き
と
、
し
め
縄
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
つ
き
た
て
の
お
も
ち
と
猪し
し

鍋
の
無

料
配
布
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
23
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

●
参
加
料　

無
料

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

丸
子
金
子
図
書
館

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
「
塩
川
お
は
な
し
の
会
・
エ
プ
ロ
ン
マ

マ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
お
は

な
し
会
で
す

●
日
時　

12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

●
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

真
田
図
書
室

お
は
な
し
広
場

　
「
お
と
ぎ
の
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
公
民
館
図
書
室（
児
童
図

書
室
）

　

真
田
公
民
館
図
書
室

　
　

TEL
72
・
２
２
０
０（
内
線
５
５
９
）

講
座
・
教
室

子
育
て
す
る
親
を

応
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
中
の
親
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム「N

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ

obody's P

パ
ー
フ
ェ
ク
ト

erfect

（
完
璧

な
親
な
ん
て
い
な
い
）プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

参
加
者
み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し

合
い
、
学
び
合
い
、
支
え
合
う
参
加
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
進

行
役
）が
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
２

月
２
日
・
９
日
・
16
日
の
火
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午（
全
６
回
）

●
場
所　

清
明
児
童
ク
ラ
ブ
１
階

●
受
講
料　

無
料（
お
や
つ
代
３
０
０
円

は
別
途
必
要
）

●
対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

●
募
集
人
数　

10
名（
託
児
あ
り
）

●
申
し
込
み　

１
月
６
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

ネ
ッ
ト
＆
カ
フ
ェ
in

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
日
時　

12
月
14
日
㈪
、
平
成
22
年
１
月

25
日
㈪
、
２
月
22
日
㈪
、
３
月
29
日
㈪

の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
本
講
座
。
ご
希
望
に
合
わ

せ
て
個
別
指
導
し
ま
す
。
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
に
は
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
。
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
持
ち
込
み
可
。

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

１
回
１
０
０
０
円（
お
茶
代

含
む
）、
教
材
費
１
０
０
０
円（
初
回
の

み
）

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

第
43
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

12
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
検
討
す
る

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

12
月
18
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
思
考
で
仕

事
を
見
直
す
力
を
つ
け
る
。
テ
ー
マ
は

「
10
人
の
仕
事
を
９
人
で
行
う
カ
イ
ゼ

＜広告欄＞
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KINDERGARTEN　INTRODUCTION

　西丘保育園は、東御市に抜ける祢津線
沿いにあり、園舎のすぐ横にはシンボル
ツリーの大きなポプラの木があります。
昭和39年に今の染谷丘高校の近くに無
認可保育園「西丘愛育園」を開設、昭和
46年に当地に移転し、昭和50年に認可
を受けて「西丘保育園」となりました。当
園は、入園定員150名、約３分の１が３
歳未満児の子どもたちが通う大規模園で
すが、家庭的な雰囲気を大切にしていま
す。
　いろいろな経験をする中で、子どもた
ち一人ひとりがたくさんのことを学び、
感性豊かなたくましい子どもに育って欲
しい、また、興味あることや得意なこと
を、自ら見つけられる力を持てるように
と様々な活動をしています。その中の一

つ「とびだそう広い大地へ」では、路線バ
スや電車に乗って様々な所へ出かけるな
ど、社会とのつながりを体験したり、山
や川などに行き、季節ごとの自然体験を
しています。そうした経験を通して、子
どもなりに公共ルールや人とのかかわり
方、自然の大切さなども覚えていきます。
　今年の春は、保護者の方々と園庭の一
部に芝生の苗を植えました。夏には根を
伸ばし、緑がまぶしくなるまでに成長し

ました。ころんでも痛
くない芝の上で、よち
よち歩きの０歳や１歳
児のお友だちが、何度
も立ち上がり、歩く練
習をする姿が見られま
す。
　強く、たくましく、
やさしい心を培い、人
とのかかわりを進んで
持てる、生きる力を
持った「にしおかっこ」
に日々成長している元
気な子どもたちです。

にしおかっこはげんきっこ!!
とびだそう広い大地へ

西丘保育園

芝生の上は裸足がきもちい
いネ。ころんでも大丈夫

「とびだそう広い大地へ・川遊び」
千曲川にもいろいろな生きものがいるよ。

ン（
生
産
性
）〜
付
加
価
値
の
つ
く
仕

事
、
仕
事
と
は
何
か
〜
」

●
講
師　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

第
５
回
ス
テ
キ
な
パ
パ
に

な
り
た
い
人
の
た
め
の
講
座

　

親
子
で
発
芽
玄
米
粉
を
使
っ
た
体
に
い

い
パ
ン
と
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
食
べ
ま

し
ょ
う（
昼
食
付
き
）。

●
日
時　

12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

物
産
館
花
風
里（
信
州
国
際
音

楽
村
近
く
）

●
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
募
集
人
数　

先
着
20
組

●
申
し
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
応
援

団「
ぱ
れ
っ
と
」小
宮
山
ま
で（
TEL
27
・

４
０
０
１
）。

●
託
児　

あ
り（
要
予
約
）

　

上
田
市
子
育
て
家
族
応
援
事
業
実
行

委
員
会
事
務
局（

子
育
て
・
子
育

ち
支
援
課
内
）　

TEL
23
・
５
１
０
６

＜広告欄＞
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Information A La Carte情報あ･ら･かると

視
覚
障
が
い
の
か
た
対
象
の

正
月
用
生
け
花
講
習
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
25
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

●
場
所　

上
田
点
字
図
書
館

●
定
員　

10
名

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

花
器
、
は
さ
み

●
応
募
締
切　

12
月
16
日
㈬

※
送
迎
は
、
家
族
の
方
の
協
力
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
場
合

は
、点
字
図
書
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

上
田
点
字
図
書
館

　
　

TEL
22
・
１
９
７
５

募
集

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
公
募

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

５
日
ま
で（
２
年
間
）

●
審
議
会
の
内
容　

国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
方
法　

国
保
年
金
課
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に「
保
険
制
度
や
医
療
制
度

に
つ
い
て
私
の
望
む
こ
と
」と
題
し
た

レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自

由
）を
添
え
て
、
国
保
年
金
課
に
提
出
。

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
。

●
応
募
締
切　

12
月
21
日
㈪

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
冬
の
部
」作
品
を
募
集

　

う
え
だ
の
四
季「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」冬

の
部
を
行
い
ま
す
。
今
回
入
賞
し
た
作
品

は
、
年
間
を
通
じ
た
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品　

冬
の
上
田
ら
し
さ
を
象
徴

す
る
作
品
で
、
上
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
作
品
。
自
作･

未
発
表
の
写
真
で
、

四
つ
切
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の

（
四
つ
切
ワ
イ
ド
不
可
、
デ
ジ
カ
メ
の

場
合
は
Ａ
４
可
）。
一
人
５
点
以
内
。

●
募
集
期
間　

12
月
14
日
㈪
〜
平
成
22
年

１
月
22
日
㈮

●
応
募
先　

市
役
所
商
工
課
、
観
光
課
。

　

詳
し
く
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
募
集
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

　
　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

だ
れ
で
も
先
生

「
上
田
自
由
塾
」講
師
募
集

　

平
成
22
年
度
の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

●
講
座
の
テ
ー
マ
・
内
容　

初
め
て
の
人

で
も
気
軽
に
学
べ
る
も
の
、
趣
味
、
研

究
し
て
い
る
も
の
、
職
業
上
の
経
験
な

ど
で
教
え
ら
れ
る
も
の（
た
だ
し
、
特

定
の
政
治
、
宗
教
、
宣
伝･

営
利
を
目

的
と
す
る
も
の
な
ど
は
除
く
）。

●
講
座
会
場　

市
内
公
民
館
な
ど

●
講
座
の
期
間
及
び
回
数　

平
成
22
年
４

月
11
日
〜
23
年
３
月
の
間
で
月
１
〜
２

回
、
１
回
90
分（
原
則
）

●
応
募
方
法　

１
月
５
日
㈫
ま
で
に
、
公

民
館
な
ど
に
あ
る「
講
座
希
望
計
画
書
」

で
、
郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入
２

－

１

－

15
池
野
第
２
ビ
ル
２

階
）ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。「
講
座
希
望

計
画
書
」は
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
講
師
説
明
会　

平
成
22
年
２
月
７
日
㈰

午
後
１
時
30
分
／
中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

　

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾
事
務
局

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

　
　

FAX
71
・
０
３
８
４

＜広告欄＞
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秋
晴
れ
の
10
月
31
日
、
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
け

ら
れ
た
特
設
会
場
で
、
ご
当
地
丼ど
ん

を
選
ぶ
催
し
が
開
か
れ
、
最
終
選

考
に
残
っ
た
４
作
品
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

武
石
特
産
品
検
討
委
員
会
の「
武
石
ご
当
地
丼
を
み
ん
な
で
開
発

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
も
の
で
、
新
し
い
特
産
品
づ
く
り
に

多
く
の
食
材
を
詰
め
込
め
る
丼
ど
ん
ぶ
り

を
選
ん
で
、
創
作
レ
シ
ピ
の
募
集

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
47
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

が
、「
武
石
の
食
材
を
中
心
に
使
う
こ
と
」を
条
件
に
、
書
類
選
考
で

10
作
品
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
同
委
員
会
が
レ

シ
ピ
に
基
づ
き
調
理
し
、
試
食
の
結
果
４
作
品
が
最
終
選
考
に
残
り

ま
し
た
。

　

同
会
の
会

長
・
荻
原
和

雄
さ
ん（
写

真
右
下
）は
、

「
武
石
に
は

特
産
品
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ

れ
が（
ご
当
地

丼
を
開
発
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
）始
ま
り
で

し
た
。
地
域
の

店
で
も
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
定
着
さ
せ
て
い
く
か
が
大
変
で
す
ね
」と
話

し
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
選
考
に
残
っ
た
の
は
、「
川
魚
の
蒲か
ば

焼や
き

丼
」「
ミ
ル

フ
ィ
ー
ユ
ロ
ー
ル
カ
ツ
丼
」「
野
菜
と
肉
の
み
そ
ゴ
マ
だ
れ
丼
」「
ハ
ー

ブ
鳥
の
ピ
リ
辛か
ら

丼
」。
審
査
は
、
料
理
の
見
栄
え
に
対
す
る
来
場
者

の
投
票
か
ら
始
ま
り
、
上
小
調
理
師
会
の
会
長
や
武
石
村
商
工
会
長

ら
10
人
の
特
別
審
査
員
と
、
会
場
か
ら
年
代
別
に
選
ば
れ
た
30
人
の

一
般
審
査
員
の
試
食
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
見
ご
と
グ
ラ
ン
プ
リ
の
栄
冠
に
輝
い
た
の
は
、
児
玉
け

さ
み
さ
ん（
上
武
石
）考
案
の「
野
菜
と
肉
の
み
そ
ゴ
マ
だ
れ
丼
」で
し

た
。

武
石
に
は
、特
産
品
が
な
い
こ
と
が

ご
当
地
丼
開
発
の
始
ま
り
で
し
た
。

武石特産品検討委員会

武石特産品検討委員会は今年
度、わがまち魅力アップ応援事
業（特色あるまちづくり応援事
業）の採択を受けました。１年
目の今年度は、公募により武石
丼グランプリ・準グランプリが
決定しましたが、レシピは武石
地域だけにとどまらず、県外や
上田・丸子地域からも応募があ
りました。同委員会からの呼び
かけで、武石丼は地域内の10
店舗ほどでメニュー化が予定
されているそうです。今後は特
産品としての定着に向け、丼の
ネーミング、販売店に立てるの
ぼり旗の製作などが予定されて
います。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または株式会社日広（TEL24･1211）へ。

荻お
ぎ

原は
ら

和か
ず

雄お

さ
ん

＜広告欄＞
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四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　11月７日と８日の両
日、真田地域の「ゆきむ
ら夢工房」と「新鮮市」
一帯を会場にして「真田
の里新そばまつり」が開
催され、2,400人を超え
る人出でにぎわいまし
た。
　地元で収穫された風
味豊かな新そばを、打
ちたてで提供するこの
祭りは、水稲の転作作
物として栽培されてい
た「そば」を地域おこし
の起爆剤にしようと、
平成７年から始めら
れ、今年で15回目を迎
えます。

　朝早くから「そば打ち会」の皆さんによりそばが
打たれ、販売開始の11時にはチケット売り場に100
人余りの行列ができました。石黒副市長のあいさ
つにより祭りが始まると、「私、おそば大好き！」
と子どもたちも笑顔で新そばを味わっていました。
　またこの日は、姉妹都市である和歌山県九度山
町から「日本一の富

ふ

有
ゆう

柿」販売のため岡本町長をは
じめとする一行が訪れ、販売テントではその大き
さと甘さに多くの人が驚き、買い求めていました。

第
15
回
真
田
の
里
新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
を
食
べ
て
思
わ
ず
笑
顔

大河ドラマ・天地人スペシャルトーク

幸村役の城田優さんが上田へ

　

11
月
22
日
に
最

終
回
を
迎
え
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ「
天
地
人
」。
こ

の
ド
ラ
マ
で
、
真

田
幸
村
を
演
じ
た

俳
優
の
城し
ろ

田た

優ゆ
う

さ

ん
が
、
11
月
11
日

上
田
市
を
訪
れ
、

同
番
組
の
内
藤
愼し
ん

介す
け

チ
ー
フ
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
田
市
を
訪
問
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
城
田
さ
ん

は
、
上
田
城
跡
公
園
内
の
真
田
神
社
を
参
拝
し
、
そ
の
後
、

市
役
所
を
訪
れ
、
母
袋
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

上
田
文
化
会
館
で
午
後
６
時
30
分
か
ら
開
か
れ
た
天

地
人
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
で
は
、
抽
選
に
当
選
し
た
約

３
０
０
人
の
来
場
者
を
前
に
、
ド
ラ
マ
の
裏
話
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。幸
村
を
演
じ
る
こ
と
に「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
あ
り
ま
し
た
。
幸
村

は
、
真
っ
す
ぐ
な
人
だ
と

解
釈
し
て
演
じ
ま
し
た
」

と
城
田
さ
ん
。
内
藤
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
は
、「
感
情

が
素
直
に
出
て
い
て
、
役

に
は
ま
っ
た
人
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
し
、
彼
が
幸
村

を
引
き
寄
せ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
終
り

に
城
田
さ
ん
は
、
市
長
か

ら
誘
い
が
あ
っ
た
来
春
の

上
田
真
田
ま
つ
り
へ
の
出

演
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
春

に
ま
た
来
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」と
話
す
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。
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ス
ケ
ッ
チ

　

多
く
の
人
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
で
上
丸
子
商
店
街
を
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
、
ま
る

こ
ト
ッ
ト
コ
会（
会
長
／
笹

沢
美
昌
さ
ん
）で
は
、「『
商

店
街
は
健
康
だ
』ト
ッ
ト
コ

歩
こ
う
商
店
街
！
」と
名
を

う
っ
て
、
ｅイ
ー

ト
コ
ベ
ン
チ
を

設
置
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に

は
、
上
丸
子
商
店
街
を
巡
る

約
３
・
２
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
や
、
10
か
所
に
設

置
し
た
ｅ
ト
コ
ベ
ン
チ
の
位
置
、
各
商
店
の
店
舗
紹
介
や
、
血
圧
・

体
重
・
体
脂
肪
が
自
由
に
測
れ
る
薬
局
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ｅ
ト
コ
ベ
ン
チ
は「
歩
き
疲
れ
た
と
き
に
休
ん
で
も
ら
え
た
ら
」

と
設
置
し
た
も
の
で
、
長
野
県
産
の
杉
の
間
伐
材
を
使
用
し
た
無

垢
材
の
ベ
ン
チ
。
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
徐
々
に
味
わ
い
が
で
て

く
る
と
の
こ
と
で
、「
多
く
の
人
に
座
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
磨
い

て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
人
や
街
と
一
緒
に
育
っ
て
い
っ
て
欲

し
い
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
25
日
に
は
、
ま

る
こ
ト
ッ
ト
コ
会
主
催

の「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

＠
上
丸
子
商
店
街
」が
開

催
さ
れ
、
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
を
会

員
で
地
元
薬
局
の
小
林

啓
男
さ
ん
が
担
当
し
、

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を

実
践
す
る
と
、
参
加
者

は
歩
く
ペ
ー
ス
の
早
さ

に
驚
き
、
息
を
き
ら
し

な
が
ら
も
楽
し
ん
で
歩

い
て
い
ま
し
た
。

　地元の豊富な農産物を使って自慢のお菓子や加工品、一品料理を募
集する「第19回信州の味コンクール」が長野県、農村女性ネットワー
クながのなどの主催で開催され、11月10日に長野市若里文化ホール
で応募作品の審査会と表彰式が行われました。県内の農村女性グルー
プなどが３部門に計76点の料理を出品。武石生活改善グループ連絡
協議会の会員で、専業農家である児玉宏子さん（上武石）が出品した
「武トマトの燦燦ゼリー」が、創作ふるさと料理の部で最優秀賞を受賞
しました。
　トマトは、自身の畑で土や苗作りからこだわり、減農薬栽培した
自慢の品。「かつてはブランド品として人気があった武石の武トマト。
今は少数農家しか作っていませんが、おいしさは抜群！武トマトをも
う一度復活させたいという思いも込められています。野菜不足の子ど
もたちにもぜひ食べてもらいたい」と話してくれた児玉さん。燦燦と
ふりそそぐ太陽の光と愛情がいっぱい詰まった一品です。

トットコ歩こう上丸子商店街

ウオーキングで人も商店も健康に
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人の動き （平成21年11月１日現在）
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夏の吹奏楽コンクールを終えると、マーチングバンドの活動が盛んになる丸子北中
学校吹奏楽部。去る10月12日のマーチングコンテスト長野県大会で金賞を受賞し、
関東と東海の両大会への出場権を獲得しました。
11月７日開催のマーチングバンド関東大会では銀賞、翌８日の東海マーチングコ
ンテストでは銅賞と、残念ながら全国大会へは進めませんでしたが、これを最後に
引退する３年生が中心となってリードしてくれたこの１年間の集大成となる発表が
できました。これもひとえにご指導くださった方々や、応援し支えてくださる地域
の皆さんのおかげです。
「地域に愛されるマーチングバンド」が我がバンドのモットー。コンクールやコンテ
ストへの出場以外にも、さまざまな地域のイベントに声を掛けていただき積極的に
参加しています。これからも応援してくださる皆さんへの感謝の気持ちを込め、私
たちの演奏で恩返しをしていきたいと思います。

「地域に愛されるマーチングバンド」を目指して
提供／丸子北中学校マーチングバンド
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